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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内機、該室内機と冷媒配管を介して接続された室外機、並びに該室内機及び該室外機
の運転を制御するリモコンを備える空気調和機において、
　上記リモコンは、複数の色を発光可能に構成されたリモコン側発光ユニットと、複数の
色から発光色を指定するリモコン側発光色設定手段と、運転条件の設定を行う設定部と、
上記リモコン側発光ユニットの発光指令を行う発光指令手段と、上記運転条件に応じた運
転制御信号を上記室内機に送信し、上記発光指令が行われたときに、上記リモコン側発光
色設定手段で指定された発光色を発光させるように上記リモコン側発光ユニットを発光制
御するとともに、発光指令信号を上記室内機に送信するリモコン制御手段と、を備え、
　上記室内機は、複数の色を発光可能に構成された室内機側発光ユニットと、複数の色か
ら発光色を指定するための室内機側発光色設定手段と、上記運転制御信号に基づいて該室
内機の運転を制御するとともに、上記発光指令信号の受信時に上記室内機側発光色設定手
段で指定された発光色を発光させるように上記室内機側発光ユニットを発光制御する室内
機制御手段と、を備え、
　上記室内機が同一冷媒系統で運転されるように複数配設され、かつ、複数の該室内機の
それぞれは、複数のグループのいずれかに属するように割り振られ、上記リモコンが、同
一の上記グループに属する上記室内機の運転を制御するように、上記グループのそれぞれ
に対して用意され、
　上記グループ内では、上記室内機、及び該室内機を制御する上記リモコンにおける上記
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室内機側発光色設定手段、及び上記リモコン側発光色設定手段で指定された発光色が同一
であり、かつ、上記グループ間では、上記室内機、及び該室内機を制御する上記リモコン
における上記室内機側発光色設定手段、及び上記リモコン側発光色設定手段で指定された
発光色が異なることを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　上記リモコンは自身のリモコンアドレスを設定するリモコンアドレス設定手段を有し、
　上記リモコン制御手段は、上記運転制御信号または上記発光指令信号の送信時に、設定
された自身の上記リモコンアドレスを同時に送信し、
　上記室内機制御手段は、受信した上記リモコンアドレスが自身の属する上記グループの
上記室内機を制御する上記リモコンの上記リモコンアドレスに一致しているときに上記運
転制御信号または上記発光指令信号を受け付けることを特徴とする請求項１記載の空気調
和機。
【請求項３】
　上記室内機制御手段は、自身の室内機アドレスを設定する室内機アドレス設定手段を有
し、
　上記室内機制御手段は、上記室内機の異常を検知したときに、上記室内機側発光色設定
手段で指定された発光色を所定パターンで発光させるように上記室内機側発光ユニットを
発光制御するとともに、上記リモコンに異常発生信号及び自身の上記室内機アドレスを送
信する構成とされ、
　上記リモコン制御手段は、受信したアドレスが、自身が制御する上記グループの上記室
内機のいずれかの室内機アドレスに一致しているときに上記異常発生信号を受け付けて、
上記室内機側発光色設定手段で指定された発光色を所定パターンで発光させるように上記
室内機側発光ユニットを発光制御する構成とされていることを特徴とする請求項２記載の
空気調和機。
【請求項４】
　上記リモコン制御手段は、上記発光指令が行われたときに上記リモコン側発光ユニット
を所定時間だけ発光させ、上記室内機制御手段は、上記発光指令信号を受信したときに上
記室内機側発光ユニットを所定時間だけ発光させる構成とされていることを特徴とする請
求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の空気調和機。
【請求項５】
　請求項１記載の空気調和機が複数設けられた空気調和システムにおいて、
　上記空気調和機のそれぞれは、上記室内機を一台のみ有し、上記リモコン側発光色設定
手段、及び上記室内機側発光色設定手段で指定された発光色が上記室内機ごとに異なるこ
とを特徴とする空気調和システム。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項４の少なくとも１項に記載の空気調和機が複数設けられた空気調和
システムにおいて、
　上記室内機発光色設定手段で指定された上記発光色は、複数の上記空気調和機のすべて
の上記グループ間で異なっていることを特徴とする空気調和システム。
【請求項７】
　上記リモコンは、同一冷媒系統表記手段を備え、該同一冷媒系統表記手段は、上記空気
調和機のそれぞれに属する上記室内機の上記室内機発光色設定手段により指定されたすべ
ての発光色を、同一冷媒系統で運転される上記室内機の上記室内機側発光ユニットの発光
色群として表記していることを特徴とする請求項６記載の空気調和システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、リモコンにより運転を制御する空気調和機及び空気調和システムに関する
ものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来の空調システムは、複数の空気調和機と、空気調和機のそれぞれにより空調される
室内の温度を設定するリモコンと、を備えている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開平６－１９３９３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１には具体的に記載されていないが、従来の空調システムの複数の空気調和機
のそれぞれは、室外機と室内機とを有しているのが一般的である。そして、室内機が複数
配設されているような室において、室内の一部のエリアのみが使用される場合には、すべ
ての室内機を運転させる必要はなく、一部のエリアに対応する室内機のみを運転させれば
よい。しかし、例えば、室内機のそれぞれに対してリモコンが用意されているような場合
、室内機のそれぞれ、及びリモコンのそれぞれは同一外観形状に製造されているので、室
の使用者は、室内に置かれた複数のリモコンのうち、運転させたい室内機に対応するリモ
コンがどのリモコンなのかが一見しただけでは判断できない。
【０００５】
　そして、運転させたい室内機のみを運転させつつ従来の空調システムを運転させるため
には、室の使用者は、運転させたい室内機が、任意のリモコンで運転開始操作を行ったと
きに運転したかどうかを確認するという煩わしい作業を、当該室内機が運転されるまで順
次リモコンを代えて行う必要があった。この煩わしい確認作業を省略するため、室の使用
者は、すべてのリモコンで運転開始操作を一斉に行い、室の一部のエリアを使用する場合
でも、すべての室内機を運転させつつ室内の作業を行っていた。つまり、運転の必要のな
い室内機を運転させるため、空調システムの運転コストが不要に増大するという問題があ
った。
【０００６】
　この発明は、上記の課題を解決するためになされたものであり、室内機及びリモコンの
それぞれに、複数の色から指定した発光色を発光制御可能に配設した室内機側発光ユニッ
ト及びリモコン側発光ユニットのそれぞれを有する空気調和機及び空気調和システムを得
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　室内機、室内機と冷媒配管を介して接続された室外機、並びに室内機及び室外機の運転
を制御するリモコンを備える空気調和機において、リモコンは、複数の色を発光可能に構
成されたリモコン側発光ユニットと、複数の色から発光色を指定するリモコン側発光色設
定手段と、運転条件の設定を行う設定部と、リモコン側発光ユニットの発光指令を行う発
光指令手段と、運転条件に応じた運転制御信号を室内機に送信し、発光指令が行われたと
きに、リモコン側発光色設定手段で指定された発光色を発光させるようにリモコン側発光
ユニットを発光制御するとともに、発光指令信号を室内機に送信するリモコン制御手段と
、を備え、室内機は、複数の色を発光可能に構成された室外機側発光ユニットと、複数の
色から発光色を指定するための室内機側発光色設定手段と、運転制御信号に基づいて室内
機の運転を制御するとともに、発光指令信号の受信時に室内機側発光色設定手段で指定さ
れた発光色を発光させるように室内機側発光ユニットを発光制御する室内機制御手段と、
を備えている。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、リモコンが、リモコン側発光色設定手段で指定された発光色を発光
させるように、リモコン側発光ユニットを発光制御可能に構成され、室内機が、室内機側
発光色設定手段で指定された発光色を発光させるように、室内機側発光ユニットを発光制
御可能に構成されている。
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　従って、室内機側発光ユニット、及びリモコン側発光ユニットの発光色をそれぞれ指定
することができるので、例えば、複数の室内機のグループと、当該グループのそれぞれに
対してリモコンが用意された空気調和機を設置する場合、室内機と当該室内機を制御する
リモコンにおける室内機側発光ユニット及びリモコン側発光ユニットの発光色をグループ
内では同一とし、グループ間では異なる色となるように指定することができる。
【０００９】
　また、発光指令がリモコンで行われたときに、同時にリモコンから発光指令信号が室内
機に送信されるように構成されている。これにより、すべてのリモコンで一斉に発光指令
を行えば、リモコン及び室内機のすべてのリモコン発光ユニット及び室内機ユニットを指
定した発光色で発光させることができる。
　つまり、室の使用者は、運転させたい室内機の室内機側発光ユニットの発光色と同じ発
光色のリモコン側発光ユニットを有するリモコンを見つけだすだけで、運転させたい室内
機を制御するリモコンを選択できる。従って、運転させたい室内機のリモコンを選択する
のに、順次任意のリモコンで運転開始操作を行って運転したかどうかを確認するという煩
わしい作業を行う必要がなくなるので、運転の必要のない室内機を運転させたまま、室が
使用されることが極力防止できる。すなわち、空調システムの運転コストが不要に増大す
ることを抑制できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、この発明を実施するための最良の形態について、図面を参照して説明する。
　実施の形態１．
　図１はこの発明の実施の形態１に係る空気調和機が設置された建物の模式図、図２はこ
の発明の実施の形態１に係る空気調和機が設置された天井の平面図、図３は図２のＡ部拡
大図、図４はこの発明の実施の形態１に係る空気調和機の室内機及び室外機の内部構成、
及び冷媒の流れを説明する図、図５はこの発明の実施の形態１に係る空気調和機のシステ
ム構成図、図６はこの発明の実施の形態１に係る空気調和機のリモコンの外観図である。
【００１１】
　図１～図３において、建物１の各階に、室２が天井３、床４、及び壁５に仕切られて設
けられている。
　そして、室２と天井裏７とを連通する設置口８が、図２に示されるように、４行４列で
天井３に形成されている。そして、各階床の室２には、室２の空調を行う複数の空気調和
機が配設さている。以下では、最上階の室２の空調を行う空気調和機１０Ａ，１０Ｂで構
成された空気調和システムについて説明する。
【００１２】
　空気調和機１０Ａは、天井３に複数配設され、同一冷媒系統で運転される室内機１１ａ
～１１ｈと、建物１の屋上に配設された室外機３５ａと、室２内の壁５に室内機１１ａ～
１１ｈと通信可能に配設され、室内機１１ａ～１１ｈ及び室外機３５ａの運転を制御する
２台のワイヤードリモコン５０ａ，５０ｂ（以下、リモコン５０ａ，５０ｂとする）と、
室外機３５ａと室内機１１ａ～１１ｈとの間を接続する冷媒配管４５ａと、を主たる構成
として有している。
【００１３】
　また、空気調和機１０Ｂは、空気調和機１０Ａと同様に構成され、天井３に複数配設さ
れ、同一冷媒系統で運転される室内機１１ｉ～１１ｐと、建物１の屋上に配設された室外
機３５ｂと、室２内の壁５に室内機１１ｉ～１１ｐと通信可能に配設され、室内機１１ｉ
～１１ｐ及び該室外機３５ｂの運転を制御する２台のワイヤードリモコン５０ｃ，５０ｄ
（以下、リモコン５０ｃ，５０ｄとする）と、室外機３５ｂと室内機１１ｉ～１１ｐのそ
れぞれとの間を接続する冷媒配管４５ｂと、を主たる構成として有している。
　なお、室内機１１ａ～１１ｐのそれぞれ、及びリモコン５０ａ～５０ｄのそれぞれは、
同一外観形状に構成されている。
【００１４】
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　室内機１１ａ～１１ｐのそれぞれは、設置口８のそれぞれに対応するように天井裏７に
配設された本体部１２、天井３に装着された化粧パネル２３、及び化粧パネル２３に装着
された第１発光構成部２９を備えている。
　なお、図３では室内機１１ａを図示しているが、他の室内機１１ｂ～１１ｐも室内機１
１ａと同様に構成されている。
【００１５】
　そして、室内機１１ａ～１１ｐは、図２に示されるように、天井３を前後左右で均等に
４分割したときに、分割したそれぞれの天井３のエリアに、室内機１１ａ～１１ｄ、１１
ｅ～１１ｈ、１１ｉ～１１ｌ、１１ｍ～１１ｐのそれぞれが配置されている。以下、室内
機１１ａ～１１ｄ、１１ｅ～１１ｈ、１１ｉ～１１ｌ、１１ｍ～１１ｐを、それぞれ第１
～第４グループの室内機とする。
【００１６】
　以下、空気調和機１０Ａの室内機１１ａ～１１ｈと室外機３５ａの詳細構成、及び各構
成間の冷媒配管４５ａを介した接続関係について説明する。
【００１７】
　まず、室内機１１ａについて説明するが、室内機１１ｂ～１１ｈも室内機１１ａと同様
の構成を有している。
　図１～図３において、室内機１１ａの本体部１２は、詳細には図示しないが、設置口８
のそれぞれから室２内を臨むように、天井裏７に配設されている。また、化粧パネル２３
は、室内吸込口２４ａと室内吹出口２４ｂを有する矩形平板状の本体パネル２４、及び裏
面にフィルタ（図示せず）を有し、フィルタを室内吸込口２４ａに向けて当該室内吸込口
２４ａと対面するように本体パネル２４に装着された矩形平板状の吸込グリル２５により
構成されている。そして、化粧パネル２３は、室２内の側から設置口８を塞口するように
裏面を設置口８側に向けて天井３に装着されている。また、窓部２８が、吸込グリル２５
の一角、及び当該部位と相対する本体パネル２４の部位を切り欠いて形成されている。
【００１８】
　そして、第１発光構成部２９は、図３に示されるように、窓部２８に嵌めこまれた、透
光性の樹脂からなる半透明の樹脂板３０、及び複数の発光ダイオード３３（ＬＥＤ３３）
からなる室内機側発光ユニットとしての第１ＬＥＤユニット３２で構成されている。
　第１ＬＥＤユニット３２を構成するＬＥＤ３３のそれぞれは、赤、青、黄、紫、緑、橙
のそれぞれを発光するものが用いられ、第１ＬＥＤユニット３２は複数の色を発光可能に
なっている。そして第１ＬＥＤユニット３２は、化粧パネル２３の裏面側で、樹脂板３０
と相対するように配設されている。そして、ＬＥＤ３３のいずれかが発光したときには、
樹脂板３０を介して発光したＬＥＤ３３の色が室２内から確認できるようになっている。
【００１９】
　図４及び図５において、室内機１１ａの本体部１２は、室内熱交換器１３、室内ファン
１４、膨張弁１９、室内機制御手段１５、及びロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂなどを
備えている。そして、ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂは、自身を備える室内機のアド
レスを設定する室内機アドレス設定手段を構成するとともに、後述するように第１ＬＥＤ
ユニット３２の発光色を指定する室内機側発光色設定手段を構成している。
【００２０】
　そして、室内機制御手段１５は、図５に示されるように、ＣＰＵ（図示せず）、データ
を保持するＲＡＭ（図示せず）、及び自身を備える室内機の運転制御用プログラムが格納
されたＲＯＭ（図示せず）などからなるマイコン１６、並びに通信インタフェイス１７（
通信Ｉ／Ｆ１７）を備えている。そして、室内機制御手段１５は、室内ファン１４の回転
トルク制御や膨張弁１９の加圧力制御を行う。
【００２１】
　一対のロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂのそれぞれは、電圧入力端子（図示せず）、
軸まわりに回転する円盤状の回転部２２、及び４本の出力端子（図示せず）を有している
。そして、電圧が各ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂの入力端子に供給され、それぞれ
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の出力端子は、回転部２２の回転角度に応じて電気的にＨ（Ｈｉｇｈ）になったり、Ｌ（
Ｌｏｗ）になったりする。
【００２２】
　そして、ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂは、回転部２２の回転角度に応じて、４本
の出力端子のそれぞれのＨとＬの組み合わせが１０段階に変動するようになっている。ま
た、ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂの出力端子の電圧は、室内機制御手段１５に入力
されてマイコン１６で読み取り可能になっている。
【００２３】
　そして、マイコン１６では、一対のロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂの１０段階の出
力状態のそれぞれを０～９のそれぞれに対応させて、ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂ
のそれぞれの状態を認識している。つまり、マイコン１６は、ロータリースイッチ２１Ａ
，２１Ｂのそれぞれの出力状態に対応する数値を１０の位及び１の位として構成された０
０～９９の二桁の数値を、自身を備える室内機のアドレス（以下、自身の室内機アドレス
とする）として認識している。ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂは、それぞれ回転させ
ることができ、室内機のアドレスは、任意に切り替え可能である。
【００２４】
　そして、各室内機１１ａ～１１ｄのそれぞれに（０１）～（０４）のアドレスのそれぞ
れが割り振られ、各室内機１１ｅ～１１ｈのそれぞれに（０７）～（１０）のアドレスの
それぞれが割り振られている。
【００２５】
　そして、各室内機１１ａ～１１ｈのマイコン１６のそれぞれは、認識した室内機アドレ
スに応じて複数色のＬＥＤ３３（第１ＬＥＤユニット３２）の中から所定色のＬＥＤ３３
の発光制御を行うようになっている。このとき、認識した室内機アドレスが（０１）～（
０６）である場合、マイコン１６は青のＬＥＤ３３の発光制御を行い、認識した室内機ア
ドレスが（０７）～（１２）である場合、マイコン１６は黄のＬＥＤ３３の発光制御を行
うようになっている。つまり、ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂによる室内機アドレス
の設定は、複数の色から第１ＬＥＤユニット３２の発光色を指定していることに等しい。
　このように、ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂは、複数の色のなかから発光させるＬ
ＥＤ３３の発光色を指定するための室内機側発光色設定手段をも構成している。
【００２６】
　つまり、（０１）～（０４）のアドレスがそれぞれ割り振られた第１グループの室内機
１１ａ～１１ｄのマイコン１６は、青のＬＥＤ３３の発光制御を行い、（０７）～（１０
）のアドレスがそれぞれ割り振られた第２グループの室内機１１ｅ～１１ｈのマイコン１
６は黄のＬＥＤ３３の発光制御を行うようになっている。
【００２７】
　次いで、室外機３５ａの構成について説明する。
　図４、及び図５において、室外機３５ａは、室外熱交換器３６、圧縮機３７、室外ファ
ン３８、四方弁３９、並びに圧縮機３７の圧力調整、四方弁３９の切り替え、及び室外フ
ァン３８の回転トルクなどを制御する室外機制御手段４１などを備えている。
　室外機制御手段４１は、室内機制御手段１５と同様にマイコン４２及び通信Ｉ／Ｆ４３
で構成され、室内機１１ａ～１１ｈと室外機３５ａとは通信可能に接続されている。
【００２８】
　次いで、冷媒配管４５ａを介した本体部１２及び室外機３５ａの各構成間の接続につい
て図４を参照しつつ説明する。
　冷媒配管４５ａは、室内機１１ａ～１１ｈと室外機３５ａとの間で循環経路を構成する
ように配設されている。このとき、冷媒配管４５ａは、室内機１１ａ～１１ｈ側で分岐さ
れ、分岐された冷媒配管４５ａの部位は、並列に配置された室内機１１ａ～１１ｈのそれ
ぞれを経由したのち再度一つに統合されている。つまり、同一冷媒が室内機１１ａ～１１
ｈと室外機３５ａとの間を循環するように構成されている。
【００２９】
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　室外機３５ａの四方弁３９は４つの接続口を有し、そのうちの２つの接続口が圧縮機３
７の冷媒流入口と冷媒排出口に冷媒配管４５ａを介して接続され、残りの２つの接続口が
室外熱交換器３６または室内熱交換器１３に冷媒配管４５ａを介して接続されている。
【００３０】
　そして、冷媒配管４５ａは四方弁３９、室外熱交換器３６、膨張弁１９、室内熱交換器
１３を通過する循環路を形成するように配設されている。このとき、室外機制御手段４１
が四方弁３９を切り替えることで、冷媒の循環方向を、圧縮機３７に出入りする冷媒の向
きはそのままで、空気調和機１０Ａの冷房運転時と暖房運転時とで逆にすることが可能と
なっている。
【００３１】
　次いで、空気調和機１０Ａの冷房運転時と暖房運転時の冷媒の流れについて図４を参照
しつつ説明する。なお、図４中、冷房運転時の冷媒の循環方向が実線の矢印で示され、暖
房運転時の冷媒の循環方向が点線の矢印で示されている。
　空気調和機１０Ａの冷房運転時には、四方弁３９は実線で示されるように、圧縮機３７
の冷媒排出側を室外熱交換器３６に接続し、圧縮機３７の冷媒流入側を室内熱交換器１３
に接続している。そして、冷媒は低温低圧の気体の状態で圧縮機３７に吸入されて圧縮さ
れ、高温高圧となって、室外熱交換器３６へ送られ、室外熱交換器３６で冷却されて液体
化する。
【００３２】
　次に、液体化した冷媒は各室内機１１ａ～１１ｈの膨張弁１９に送られ、膨張弁１９で
気化しやすいように減圧されて、室内熱交換器１３に送られる。液体化した冷媒は、室内
熱交換器１３を通過する冷媒配管４５ａの内部で室２の空気との熱交換によって室２内の
空気の熱を奪うとともに気化され、四方弁３９を介して再び圧縮機３７へと戻るように循
環する。また、室外ファン３８及び室内ファン１４のそれぞれが、空気調和機１の運転中
、室外熱交換器３６及び室内熱交換器１３に気流を絶えず貫流させるように室内機制御手
段１５及び室外機制御手段４１に制御されている。これにより、室外熱交換器３６と室外
の空気または室内熱交換器１３と室２内の空気との熱交換が効率よく行われる。
【００３３】
　また、空気調和機１０Ａの暖房運転時には、四方弁３９は点線で示されるように、圧縮
機３７の冷媒排出側を室内熱交換器１３に接続し、圧縮機３７の冷媒流入側を室外熱交換
器３６に接続するように切り替えられており、冷媒は冷房運転時とは逆方向に循環してい
る。即ち、冷媒は低温低圧の気体の状態で圧縮機３７に吸入されて圧縮され、高温高圧の
状態で室内熱交換器１３に送られる。そして、気体の冷媒は室内熱交換器１３を通過する
冷媒配管４５ａの内部で、室２の空気との熱交換によって室２内に熱を放出するとともに
液化され、膨張弁１９に送られる。そして、冷媒は気化しやすいように膨張弁１９で減圧
されて、室外熱交換器３６に送られる。そして、冷媒は、室外熱交換器３６を通過する冷
媒配管４５ａの内部で、外気との熱交換によって、外気の熱を吸収するとともに気化し、
四方弁３９を介して再び圧縮機３７に戻るように循環する。
【００３４】
　次いで、リモコン５０ａ，５０ｂについて説明する。
　図５及び図６において、リモコン５０ａ，５０ｂのそれぞれは、ケース５１、複数のＬ
ＥＤ５９で構成されるリモコン側発光ユニットとしての第２ＬＥＤユニット５８を有する
第２発光構成部５７、及びロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄを有している。
　そして、ロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄは、ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂと
同様、自身を備えるリモコンのアドレスを設定するリモコン側アドレス設定手段を構成す
るとともに、第２ＬＥＤユニット５８の発光色を指定するリモコン側発光色設定手段を構
成している。
【００３５】
　さらに、リモコン５０ａ，５０ｂのそれぞれは、空気調和機１０Ａの運転を開始させた
り、停止させたり、空気調和機１０Ａの運転条件の設定を行う設定部６１、第２ＬＥＤユ
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ニット５８の発光指令を行う発光指令手段としての発光駆動スイッチ６７、並びに現在の
室内温度や目標設定温度、及び冷房運転又は暖房運転などの運転モードを表示するための
表示部７５を有している。さらに、リモコン５０ａ，５０ｂのそれぞれは、自身のアドレ
スや設定部６１及び発光駆動スイッチ６７での操作に基づいた制御を行うリモコン制御手
段７０を有している。
【００３６】
　設定部６１及び発光駆動スイッチ６７は、ケース５１の一面に露出するように配設され
ている。
　そして、設定部６１は、図６に示されるように、空気調和機１０Ａの運転の開始と停止
を切り替えるための運転／停止スイッチ６２、空気調和機１０Ａの運転モードを切り替え
るための運転切替スイッチ６３、及び室２内の目標温度を設定するための温度設定ボタン
６４、風量切替スイッチ６５を備えている。なお、運転モードとは、暖房運転、冷房運転
、及び自動運転などである。
　また、後述するように、運転／停止スイッチ６２は、第２ＬＥＤユニット５８の発光指
令を行う発光指令手段としての機能も有している。さらに、発光駆動スイッチ６７につい
ても後述する。
【００３７】
　また、窓部５２がケース５１の一面の角部近傍に開口するように形成されている。
【００３８】
　そして、第２発光構成部５７は、第２ＬＥＤユニット５８と、窓部５２に嵌めこまれ、
透光性の樹脂からなる半透明の第２樹脂板６０と、で構成されている。
　第２ＬＥＤユニット５８を構成するＬＥＤ５９のそれぞれは、第１ＬＥＤユニット３２
を構成するＬＥＤ３３と同様に、赤、青、黄、紫、緑、橙のそれぞれの色を発光するもの
が用いられ、第２樹脂板６０と相対するようにケース５１内部に配設されている。そして
、ＬＥＤ５９が発光したときには、ＬＥＤ５９の発光色に応じて第２樹脂板６０の色が変
化するようになっている。
【００３９】
　リモコン制御手段７０は、ＣＰＵ（図示せず）、データを保持するＲＡＭ（図示せず）
、並びに通信Ｉ／Ｆ７２及び自身を備えるリモコンの運転制御用プログラムが格納された
ＲＯＭ（図示せず）などからなるマイコン７１などを備えている。そして、リモコン５０
ａ、５０ｂは室内機１１ａ～１１ｈと通信可能に接続されている。
　また、ロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄは、ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂと同
様に構成されており、電圧が各ロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄの図示しない入力端子
に供給されている。
【００４０】
　そして、ロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄの出力端子の電圧は、リモコン制御手段７
０に入力され、マイコン７１は、ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂの場合と同様に、０
０～９９の二桁の数値を、自身を備えるリモコンのアドレス（以下、自身のリモコンアド
レスとする）として認識可能になっている。このとき、リモコン５０ａ，５０ｂのそれぞ
れのアドレスは、（５１）及び（５７）のそれぞれに設定されている。
【００４１】
　また、リモコン５０ａ，５０ｂのマイコン７１のそれぞれは、認識したリモコンアドレ
スに応じて、複数の色のＬＥＤ５９（第２ＬＥＤユニット５８）の中から所定の色のＬＥ
Ｄ５９の発光制御を行うように構成されている。そして、マイコン７１は、認識したリモ
コンアドレスが（５１）である場合、青のＬＥＤ５９の発光制御を行い、認識したリモコ
ンアドレスが（５７）である場合、黄のＬＥＤ５９の発光制御を行うようになっている。
【００４２】
　上述したように、リモコン５０ａが制御する第１グループの室内機１１ａ～１１ｄが発
光制御するＬＥＤ３３の発光色は青であり、リモコン５０ｂが制御する第１グループの室
内機１１ａ～１１ｄが発光制御するＬＥＤ３３の発光色は黄である。
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【００４３】
　従って、グループ内の室内機、及び当該室内機を制御するリモコンでは、ロータリース
イッチ２１Ａ，２１Ｂ、及びロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄで指定された発光色は同
一であり、グループ間では、室内機、及び室内機を制御するリモコンのそれぞれのロータ
リースイッチ２１Ａ，２１Ｂ、及びロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄで指定された発光
色は異なっている。
【００４４】
　表示部７５は液晶画面を有する表示パネルであり、表示部７５の表示制御はマイコン７
１により行われ、設定部６１で設定した目標設定温度や現在の室２内の温度、及び運転モ
ードなどの情報が表示部７５に表示されるようになっている。
【００４５】
　そして、以下に説明するように、リモコン５０ａ，５０ｂのそれぞれは、同一のグルー
プに属する室内機１１ａ～１１ｄ、及び室内機１１ｅ～１１ｈのそれぞれの運転制御を一
括して行うように、グループのそれぞれに対して用意されている。
【００４６】
　ここで、室内機１１ａ～１１ｈのＲＯＭに格納されたプログラムには、自身を制御する
リモコンのアドレスが第１受付許可アドレスとして書き込まれている。また、リモコン５
０ａ，５０ｂのＲＯＭに格納されたプログラムには、自身が制御する室内機の室内機アド
レスが第２受付許可アドレスとして書き込まれている。
【００４７】
　そして、リモコン制御手段７０は、運転／停止スイッチ６２、運転切替スイッチ６３、
温度設定ボタン６４、及び風量切替スイッチ６５で行われた操作に応じて、運転開始信号
（運転停止信号）、運転モード切り替え信号、目標設定温度信号、及び風量指定信号など
の各種運転制御信号を室内機１１ａ～１１ｈの室内機制御手段１５に送信する。
【００４８】
　このとき、リモコン制御手段７０は、自身のリモコンアドレスの情報も室内機制御手段
１５のそれぞれに送信している。そして、各室内機１１ａ～１１ｈの室内機制御手段１５
のマイコン１６は、受信したアドレスが第１受付許可アドレスと一致しているときに、制
御信号を受け付けるようになっている。
【００４９】
　つまり、第１グループの室内機１１ａ～１１ｄの室内機制御手段１５は、アドレス（５
１）のリモコン５０ａの運転制御信号を受け付け、第２グループの室内機１１ｅ～１１ｈ
の室内機制御手段１５は、アドレス（５７）のリモコン５０ｂの運転制御信号を受け付け
るよう設定されている。そして、室内機制御手段１５のそれぞれは、運転制御信号に基づ
いて自身を備える室内機の運転を制御する。
【００５０】
　そして、運転制御信号を受け付けた第１グループの室内機１１ａ～１１ｄ及び第２グル
ープの室内機１１ｅ～１１ｈのうち、最もアドレスの小さな室内機１１ａ，１１ｅの室内
機制御手段１５は、当該制御信号情報を、室外機３５ａの室外機制御手段４１に送信する
。
　そして、運転制御信号を受け付けた室内機１１ａ～１１ｄ、１１ｅ～１１ｈ、及び運転
制御信号情報を受け付けた室外機３５ａの運転が開始され、空気調和機１０Ａによる室２
内の空調運転が、制御信号に応じて行われる。このように、リモコン５０ａ，５０ｂのそ
れぞれが、第１グループの４台の室内機１１ａ～１１ｄ、及び第２グループの４台の室内
機１１ｅ～１１ｈのそれぞれの運転制御を一括して行いつつ室外機３５ａの運転を制御す
ることが可能になっている。
【００５１】
　次いで、発光駆動スイッチ６７について説明する。
　発光駆動スイッチ６７は、ボタン式のものであり、ＯＮ／ＯＦＦの状態は、リモコン制
御手段７０のマイコン７１で認識可能に配設されている。
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【００５２】
　次いで、マイコン７１及びマイコン１６によるリモコン５０ａ，５０ｂ及び室内機１１
ａ～１１ｈのＬＥＤ３３，５９（第１ＬＥＤユニット３２，第２ＬＥＤユニット５８）の
発光制御について説明する。
　マイコン７１及びマイコン１６のそれぞれは、以下に説明するように、空気調和機１０
Ａの運転時、発光駆動スイッチ６７のスイッチがＯＮに切り替わったとき、及び室内機１
１ａ～１１ｈ側で異常が発生したときに、所定の発光色のＬＥＤ３３，５９のそれぞれを
発光または点滅させるように制御を行う。
【００５３】
　まず、空気調和機１０Ａを運転させた場合のＬＥＤ３３，５９の発光制御について説明
する。空気調和機１０Ａの運転時におけるＬＥＤ３３，５９の発光は、運転させた室内機
が運転中であることを示す表示灯として、また、運転させた室内機に対応するリモコンの
判別用として行う。
【００５４】
　初期状態は、空気調和機１０Ａの運転が停止されているものとする。
　そして、例えば、リモコン５０ａを操作して、空気調和機１０Ａの運転を開始する場合
について説明する。リモコン５０ａのマイコン７１は運転／停止スイッチ６２により、運
転開始操作が行われたときに、ロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄで指定された発光色（
青）に第２ＬＥＤユニット５８を発光させるとともに、室内機１１ａ～１１ｈに運転開始
信号を送信する。このように、運転／停止スイッチ６２は、第２ＬＥＤユニット５８の発
光指令を行う発光指令手段としての役割も有している。
【００５５】
　そして、リモコン５０ａにより運転を制御される室内機１１ａ～１１ｄのマイコン１６
は、運転開始信号を受け付ける。運転開始信号を受け付けた室内機は、ロータリースイッ
チ２１Ａ，２１Ｂで指定された色（青）のＬＥＤ３３を発光させる。つまり、運転開始信
号は、当該信号を受け付けた室内機の第１ＬＥＤユニット３２を発光させるように、室内
機制御手段１５に制御させるための発光指令信号としての機能も有している。
【００５６】
　そして、室２内からは、同じ発光色（青）のＬＥＤ３３，５９が、運転開始操作を行っ
たリモコン５０ａ、及び当該リモコン５０ａに制御される室内機１１ａ～１１ｄで発光さ
れていることが表示窓３０，６０を介して確認できる。
【００５７】
　また、リモコン５０ａのマイコン７１は、運転切替スイッチ６３により、運転停止操作
が行われると、ＬＥＤ５９の発光を停止するとともに、運転停止信号を室内機１１ａ～１
１ｈに送信する。そして、リモコン５０ａにより運転を制御される第１グループの室内機
１１ａ～１１ｄのマイコン１６が、運転停止信号を受け付け、自身のＬＥＤ３３の発光を
停止させる。
【００５８】
　なお、リモコン５０ｂで運転開始操作を行った場合には、同様に、リモコン５０ｂのマ
イコン７１及び室内機１１ｅ～１１ｈのマイコン１６が、リモコン５０ｂ及び第２グルー
プの室内機１１ｅ～１１ｈに配設された黄色のＬＥＤ５９，３３の発光とその停止を制御
する。
【００５９】
　次いで、発光駆動スイッチ６７をＯＮに切り替える操作が行われたときのＬＥＤ３３，
５９の発光について説明する。
　例えば、リモコン５０ａのマイコン７１は、発光駆動スイッチ６７がＯＮに切り替わる
たびに、自身のリモコンアドレスに対応する色（青）のＬＥＤ５９を発光させる。さらに
、当該マイコン７１は、ＬＥＤ３３を発光させるためのＬＥＤ発光信号を、室内機１１ａ
～１１ｈに送信する。そして、リモコン５０ａにより運転を制御される室内機１１ａ～１
１ｄのマイコン１６は、ＬＥＤ発光信号を受け付け、自身の室内機アドレスに対応する（
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ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂで指定された）色（青）のＬＥＤ３３を発光させる。
そして、マイコン１６及びマイコン７１は、所定時間経過したらＬＥＤ３３，５９の発光
を停止するように設定されている。
【００６０】
　なお、リモコン５０ｂの発光駆動スイッチ６７が操作された場合には、同様に、リモコ
ン５０ｂのマイコン７１及び室内機１１ｅ～１１ｈのマイコン１６が、リモコン５０ｂの
黄色のＬＥＤ５９、及び第２グループの室内機１１ｅ～１１ｈの黄色のＬＥＤ３３の発光
とその停止を制御する。
【００６１】
　次いで、室内機１１ａ～１１ｈ側で異常が発生したときのＬＥＤ３３，５９の発光につ
いて説明する。
　各室内機制御手段１５は、例えば、以下に説明するドレン排水異常などの各種異常が発
生したときに異常を知らせる異常発生信号をリモコン５０ａ，５０ｂに送信する。
　ドレン排水異常について説明する。周知であるので詳細には図示しないが、一般的に室
内機１１ａ～１１ｈにはドレン水を受ける周知のドレンパン、ドレンパン内の水位が異常
に高くなったことを検知する水位異常検出センサ、及びドレン水を汲み上げて外部に排水
するためのポンプなどが配設されている。そして、例えば、ドレン水がスライム化などし
て外部への排水経路を塞いだ場合などは、ドレンパンの水位が高くなる。このとき、水位
異常検出センサがドレン排水異常を検知する。
【００６２】
　ここでは、ドレン排水異常が室内機１１ａの水位異常センサで検出されたとする。この
とき、室内機１１ａの室内機制御手段１５のマイコン１６は、自身が制御するＬＥＤ２９
（青）を所定パターンで発光させるとともに、リモコン５０ａ，５０ｂに異常発生信号を
送信する。また、マイコン１６は、自身の室内機アドレスを同時に送信している。ここで
は、所定パターンは点滅である。
　そして、リモコン５０ａ，５０ｂのそれぞれのリモコン制御手段７０のマイコン７１は
、第２受付許可アドレスの中に、受信した室内機１１ａのアドレス（０１）が指定されて
いるときに、異常発生信号を受け付けて以下の制御を行う。言い換えれば、マイコン７１
は、受信した室内機１１ａのアドレス（０１）が、自身が制御する室内機のいずれかの室
内機アドレスに一致しているときに、異常発生信号を受け付ける。
【００６３】
　そして、室内機１１ａを制御するリモコン５０ａのマイコン７１が、異常発生信号を受
け付け、マイコン７１は、室内機１１ａからの異常発生信号に対し、表示部７５に異常を
発生した室内機のアドレス（０１）、及び異常の種類を示すコードを表示するとともに、
ＬＥＤ５９（青）を所定パターン（点滅）で発光させるようになっている。
【００６４】
　以上、空気調和機１０Ａの室内機１１ａ～１１ｈ、室外機３５ａ、及びリモコン５０ａ
，５０ｂの具体的構成や、各構成間の冷媒配管４５ａを介した接続関係、並びにマイコン
１６，７２による第１ＬＥＤユニット３２のＬＥＤ３３及び第２ＬＥＤユニット５８のＬ
ＥＤ５９の発光制御について説明したが、空気調和機１０Ｂの室内機１１ｉ～１１ｐ、室
外機３５ｂ、並びにリモコン５０ｃ，５０ｄの具体的構成、各構成間の冷媒配管４５ｂを
介した接続関係、並びにマイコン１６，７２による第１ＬＥＤユニット３２のＬＥＤ３３
及び第２ＬＥＤユニット５８のＬＥＤ５９の発光制御もまた空気調和機１０Ａと同様であ
る。
【００６５】
　ただし、空気調和機１０Ｂでは、（１３）～（１６）のアドレスが第３グループの室内
機１１ｉ～１１ｌに割り振られ、（１９）～（２２）のアドレスが第４グループの室内機
１１ｍ～１１ｐに割り振られている。
【００６６】
　そして、各室内機１１ｉ～１１ｐのマイコン１６のそれぞれは、認識した室内機アドレ
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スに応じて、複数色のＬＥＤ３３の中から所定色のＬＥＤ３３の発光制御を行うようにな
っている。このとき、マイコン１６は、認識した室内機アドレスが（１３）～（１８）で
ある場合、紫のＬＥＤ３３の発光制御を行い、認識した室内機アドレスが（１９）～（２
４）である場合、緑のＬＥＤ３３の発光制御を行うようになっている。
　つまり、（１３）～（１６）のアドレスがそれぞれ割り振られた第３グループの室内機
１１ｉ～１１ｌのマイコン１６は、紫色のＬＥＤ３３の発光制御を行い、（１９）～（２
２）のアドレスがそれぞれ割り振られた第４グループの室内機１１ｉ～１１ｐのマイコン
１６は緑色のＬＥＤ３３の発光制御を行うようになっている。
【００６７】
　また、リモコン５０ｃ，５０ｄのそれぞれのアドレスは、（６３）及び（６９）に設定
されている。そして、リモコン５０ｃ，５０ｄのマイコン７１のそれぞれは、認識したリ
モコンアドレスに応じて、複数の色のＬＥＤ５９の中から所定の色のＬＥＤ５９の発光制
御を行うように構成されている。そして、マイコン７１は、認識したリモコンアドレスが
（６３）である場合、紫のＬＥＤ５９の発光制御を行い、認識したリモコンアドレスが（
６９）である場合、マイコン７１は緑のＬＥＤ５９の発光制御を行うようになっている。
即ち、リモコン５０ｃ，５０ｄのそれぞれで制御されるＬＥＤ５９の発光色は、第３グル
ープの室内機１１ｉ～１１ｌ及び第４グループの室内機１１ｍ～１１ｐのマイコン１６で
制御されるＬＥＤ３３の発光色と同一である。
【００６８】
　さらに、第３グループの室内機１１ｉ～１１ｌの室内機制御手段１５は、アドレス（６
３）のリモコン５０ａの制御信号を受け付け、第２グループの室内機１１ｍ～１１ｐの室
内機制御手段１５は、アドレス（６９）のリモコン５０ｂの制御信号を受け付けるよう設
定されている。つまり、リモコン５０ｃ，５０ｄのそれぞれが、第３グループの４台の室
内機１１ｉ～１１ｌ、及び第４グループの４台の室内機１１ｍ～１１ｐのそれぞれの運転
制御を一括して行いつつ、室外機３５ｂを運転させるようになっている。
【００６９】
　次に、室２の一部のエリアのみを使用する場合に、一部のエリアに対応する室内機（運
転させたい室内機）のグループのみを運転させる手順の一例について説明する。
　初期状態は、空気調和機１０Ａ，１０Ｂの運転が停止されている。つまり、各室内機１
１ａ～１１ｐのマイコン１６、及びリモコン５０ａ～５０ｄのマイコン７１は、ＬＥＤ３
３及びＬＥＤ５９のそれぞれの発光を停止している。
【００７０】
　室２の使用者は、それぞれのリモコン５０ａ～５０ｄの発光駆動スイッチ６７を一斉に
押す。前述したように、発光駆動スイッチ６７が押されると、各リモコン５０ａ～５０ｄ
のマイコン７１は、自身のリモコンアドレスに対応する（ロータリースイッチ２１Ｃ，２
１Ｄで指定された）色のＬＥＤ５９を発光させるとともに、ＬＥＤ発光信号を、室内機制
御手段１５に送信する。各室内機制御手段１５のマイコン１６は、室内機側ＬＥＤ発光信
号を受信すると、それぞれ自身の室内機アドレスに対応する色のＬＥＤ３３を所定時間（
例えば３０秒）発光させるようになっている。
【００７１】
　つまり、リモコン５０ａ～５０ｄの発光駆動スイッチ６７が一斉に押されると、すべて
の室内機１１ａ～１１ｐ、及びリモコン５０ａ～５０ｄで、それぞれのアドレスに対応す
る色のＬＥＤ３３，５９が所定時間発光する。
【００７２】
　このとき、室内機１１ａ～１１ｐ及び室内機１１ａ～１１ｐを制御するリモコン５０ａ
～５０ｄのＬＥＤ３３，５９は、同一色に発光するので、室２の使用者は、運転させたい
室内機のＬＥＤ３３の発光色と同一色に発光しているＬＥＤ５９を有するリモコンを選択
し、当該リモコンにより、空気調和機の運転操作を行えば、運転させたいグループの室内
機のみを運転させて室２内の空調を行うことができる。
【００７３】
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　例えば、第１グループの室内機１１ａ～１１ｄの運転を制御するリモコン５０ａを選択
する場合、当該室内機１１ａ～１１ｄは、青のＬＥＤ３３を発光させているので、青のＬ
ＥＤ５９を発光しているリモコン５０ａを選択すればよい。
【００７４】
　なお、室内機１１ａ～１１ｐのマイコン１６及びリモコン５０ａ～５０ｄのマイコン７
１は、所定色のＬＥＤ３３，５９を発光させてから所定時間（例えば、３０秒）経過して
も、運転開始信号を受信しない場合には、ＬＥＤ３３，５９の発光を停止させる。また、
各マイコン７１は、所定時間経過内に自身が制御するリモコン５０ａ～５０ｄのいずれか
から運転開始信号を受信した場合には、所定時間経過後もＬＥＤ３３，５９を発光させた
ままとする。
【００７５】
　この実施の形態１によれば、空気調和機１０Ａ，１０Ｂの室内機１１ａ～１１ｐのそれ
ぞれが、ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂで指定された発光色を発光させるように、第
１ＬＥＤユニット３２を発光制御可能に構成され，リモコン５０ａ～５０ｄのそれぞれが
、ロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄで指定された発光色を発光させるように、第２ＬＥ
Ｄユニット５８を発光制御可能に構成されている。従って、第１ＬＥＤユニット３２、及
び第２ＬＥＤユニット５８の発光色を、それぞれ空気調和機１０Ａ，１０Ｂからなる空気
調和システムの設置時に指定することができる。
【００７６】
　従って、第１ＬＥＤユニット３２、及び第２ＬＥＤユニット５８の発光色をそれぞれ指
定することができるので、例えば、複数の室内機のグループと、当該グループのそれぞれ
に対してリモコンが用意された空気調和機を設置する場合、室内機と当該室内機を制御す
るリモコンにおける室内機側発光ユニット及びリモコン側発光ユニットの発光色をグルー
プ内では同一とし、グループ間では異なる色となるように指定することができる。
【００７７】
　また、発光指令がリモコン５０ａ，５０ｂ、５０ｃ，５０ｄで行われたときに、同時に
リモコン５０ａ，５０ｂ、５０ｃ，５０ｄから発光指令信号が室内機１１ａ～１１ｈ、１
１ｉ～１１ｐに送信されるように構成されている。これにより、一斉にすべてのリモコン
５０ａ～５０ｄで発光指令操作を行えば、リモコン５０ａ～５０ｄ及び室内機１１ａ～１
１ｐのすべての第１ＬＥＤユニット３２及び第２ＬＥＤユニット５８を指定した発光色で
発光させることができる。
【００７８】
　つまり、室２の使用者は、運転させたい室内機の第１ＬＥＤユニット３２（ＬＥＤ３３
）の発光色と同じ発光色の第２ＬＥＤユニット５８（ＬＥＤ５９）を有するリモコンを見
つけだすだけで、運転させたい室内機を制御するリモコンを選択できる。従って、運転さ
せたい室内機のリモコンを選択するのに、順次任意のリモコンで運転開始操作を行って運
転したかどうかを確認するという煩わしい作業を行う必要がなくなるので、運転の必要の
ない室内機を運転させたまま、室２が使用されることが極力防止できる。すなわち、空調
システムの運転コストが不要に増大することを抑制できる。
【００７９】
　また、リモコン５０ａ～５０ｄのロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄは、自身のリモコ
ンアドレスを設定するリモコンアドレス設定手段を兼ねている。そして、リモコン制御手
段７０は、運転制御信号または上記発光指令信号の送信時に、設定された自身の上記リモ
コンアドレスを同時に送信し、室内機制御手段１５は、受信したリモコンアドレスが自身
の属するグループの室内機を制御するリモコンのリモコンアドレスに一致しているときに
運転制御信号または発光指令信号を受け付けている。
　この構成とすることにより、所定の室内機のグループのみを制御するようにリモコンの
それぞれを設定することが簡単に行える。
【００８０】
　また、室内機制御手段１５のロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂは、自身の室内機アド
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レスを設定する室内機アドレス設定手段を兼ねている。そして、室内機制御手段１５は、
室内機１１ａ～１１ｐのいずれかで異常を検知したときに、ロータリースイッチ２１Ａ，
２１Ｂで指定された発光色のＬＥＤ３３を所定パターンで発光させるように第１ＬＥＤユ
ニット３２を発光制御するとともに、リモコン５０ａ，５０または５０ｃ，５０ｄに異常
発生信号及び自身の上記室内機アドレスを送信する構成とされている。
【００８１】
　さらに、リモコン制御手段７０は、受信したアドレスが、自身が制御するグループの室
内機のいずれかの室内機アドレスに一致しているときに異常発生信号を受け付けて、ロー
タリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄで指定された発光色のＬＥＤ５９を所定パターンで発光さ
せるように第２ＬＥＤユニット５８を発光制御する構成とされている。つまり、異常が空
気調和機１０Ａまたは１０Ｂの室内機１１ａ～１１ｐのいずれかに発生した場合に、異常
を発生した室内機及び当該室内機の運転を制御するリモコンのそれぞれのＬＥＤ３３，５
９が点滅する。従って、室２の使用者は、異常を発生した空気調和機１０Ａ，１０Ｂの室
内機がどの室内機なのかを速やかに判断できる。
【００８２】
　また、リモコン制御手段７０は、発光指令が行われたときに指定された発光色のＬＥＤ
５９を所定時間だけ発光させ、室内機制御手段１５は、発光指令信号を受信したときに指
定された発光色のＬＥＤ３３を所定時間だけ発光させる構成とされている。従って、運転
させたい室内機を制御するリモコンを選択するときだけ、必要に応じてＬＥＤ３３、及び
ＬＥＤ５９を発光させることができる。
【００８３】
　空気調和機１０Ａ，１０Ｂで構成される空気調和システムは、ロータリースイッチ２１
Ａ，２１Ｂ及びロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄで指定された発光色は、空気調和機１
０Ａ，１０Ｂのすべての室内機のグループ間で異なるように設定されている。これにより
、空気調和システムにおいても、上述のように、室２の使用者は、運転させたい室内機の
第１ＬＥＤユニット３２（ＬＥＤ３３）の発光色と同じ発光色の第２ＬＥＤユニット５８
（ＬＥＤ５９）を有するリモコンを見つけだすだけで、運転させたい室内機を制御するリ
モコンを選択できる。
【００８４】
　なお、一つのリモコンで同一冷媒系統の４台の室内機の運転制御を一括して行うものと
して説明したが、一つのリモコンで一括して運転制御する室内機の数は４台に限定されず
、１台でもよいし、４台以外の複数の台数でもよい。つまり、複数の室内機のそれぞれが
、複数のグループのいずれかに属するように割り振られ、リモコンが同一のグループに属
する室内機の運転を制御するようにグループのそれぞれに対して用意されているものでも
よい。
【００８５】
　また、第１発光構成部２９及び第２発光構成部５７のそれぞれは、窓部２８及び窓部５
２のそれぞれを有するものとして説明したが、窓部２８及び窓部５２は、第１ＬＥＤユニ
ット３２及び第２ＬＥＤユニット５８のそれぞれの発光色が室２内から確認できれば、必
ずしも配設する必要はない。
【００８６】
　上述したように、室内機と室内機を制御するリモコンとは、ロータリ－スイッチ２１Ａ
，２１Ｂ及びロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄで自由に設定可能なアドレスによって対
応付けされている。これにより、例えば、室内機１１ｅ，１１ｆのアドレスを０７及び０
８に代え、０５及び０６のそれぞれに設定すれば、室内機１１ｅ及び室内機１１ｆのマイ
コン１６は、黄のＬＥＤ３３の発光制御に代え、青のＬＥＤ３３の発光制御を行う。この
ように、空気調和機１０Ａでは、リモコン５０ａで６台の室内機１１ａ～１１ｆを制御し
、リモコン５０ｂで２台の室内機１１ｇ，１１ｈを制御するように設定することもできる
。また、空気調和機１０Ａを設置した後からでも、リモコン５０ａ，５０ｂが制御する室
内機を変更することができるので、空気調和機１０Ａの設置時のみならず、設置後に仕様
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が変更された場合でも、変更した仕様に応じて、室内機１１ａ～１１ｈと室内機１１ａ～
１１ｈを制御するリモコン５０ａ，５０ｂの対応付けを行うことができる。
【００８７】
　また、予め、室内機１１ａ～１１ｈと室内機１１ａ～１１ｈを制御するリモコン５０ａ
，５０ｂの対応付けが仕様により確実に決定されているような場合には、ロータリースイ
ッチ２１Ａ，２１Ｂ、及びロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄは、必ずしも配設する必要
はない。つまり、空気調和機１０Ａの製造時に、仕様に応じて室内機１１ａ～１１ｈと室
内機１１ａ～１１ｈを制御するリモコン５０ａ，５０ｂを対応させ、予め、リモコン５０
ａ，５０ｂとリモコン５０ａ，５０ｂにより制御される室内機１１ａ～１１ｈをグループ
に分ける。そして、リモコン５０ａと室内機１１ａで発光させるＬＥＤ３３，５９が、グ
ループ内では同一色で、かつ、グループ間では異なる色となるようにして空気調和機１０
Ａを製造する。そして、空気調和機１０Ａの設置時、リモコン５０ａ，５０ｂと、すべて
の室内機１１ａ～１１ｈのすべての間を通信可能となるようにし、リモコン５０ａ，５０
ｂのいずれかの発光駆動スイッチ６７が操作されたときに、すべてのリモコン５０ａ，５
０ｂ、及びすべての室内機１１ａ～１１ｈが制御対象とするＬＥＤ３３，５９を発光させ
るように設定する。これにより、運転させたい室内機１１ａ～１１ｈに対応するリモコン
５０ａ，５０ｂを室２の使用者に選択させることができる。
【００８８】
　また、ロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂが室内機側発光色設定手段、及び室内機アド
レス設定手段を兼ねるものとして説明したが、室内機側発光色設定手段、及び室内機アド
レス設定手段は別々に配設されているものでもよい。
　また、ロータリースイッチ２１Ｃ，２１Ｄがリモコン側発光色設定手段、及びリモコン
アドレス設定手段を兼ねるものとして説明したが、リモコン側発光色設定手段、及びリモ
コンアドレス設定手段は別々に配設されているものでもよい。
【００８９】
　また、１つの室外機に冷媒配管を介して８台の室内機を接続するものとして説明したが
、１つの室外機に冷媒配管を介して８台の室内機を接続するものに限定されず、一つの室
外機に冷媒配管を介して接続される室内機の台数は、１台でもよいし、８台の他の複数で
もよい。
【００９０】
　また、リモコン５０ａ～５０ｄには、発光駆動スイッチ６７を設けるものとして説明し
たが、発光駆動スイッチ６７は必ずしも設けるものに限定されない。
　この場合、運転させたいグループの室内機のみを運転させつつ空気調和機１０Ａまたは
１０Ｂを運転するには、一斉にリモコン５０ａ～５０ｄの運転切替スイッチ６３で運転を
開始するように操作を行った後、運転させたいグループの室内機に対応するリモコンを除
いたリモコンの運転切替スイッチ６３で運転停止操作を行えばよい。
【００９１】
　また、空気調和システムは、空気調和機１０Ａ，１０Ｂで構成されるものとして説明し
たが、空気調和システムは、２組の空気調和機１０Ａ，１０Ｂで構成されるものに限定さ
れず、３組以上の複数の空気調和機で構成されているものでもよい。
　この場合、室内機発光色設定手段で指定された発光色は、複数の空気調和機におけるす
べてのグループ間で異なるように指定すればよい。
【００９２】
　実施の形態２．
　図７はこの発明の実施の形態２に係る空気調和機のリモコンの外観図である。
　図７において、同一冷媒系統の室内機グループを識別させるための同一冷媒系統表記手
段としてのテプラ７６がリモコン５０ａ～５０ｄのそれぞれに貼り付けられている。
　なお、他の構成は上記実施の形態１と同様である。
【００９３】
　ここで、第１グループと第２グループの室内機１１ａ～１１ｈは、同一冷媒系統であり
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、室内機１１ａ～１１ｈ側、及びリモコン側５０ａ，５０ｂで発光させるＬＥＤ３３，５
９の色は、青、または黄に制御されている。
【００９４】
　また、第３グループと第４グループの室内機１１ｉ～１１ｐは、同一冷媒系統であり、
室内機１１ｉ～１１ｐを運転させるときに、室内機１１ｉ～１１ｐ側、及びリモコン５０
ｃ，５０ｄ側で発光させるＬＥＤ３３，５９の色は、紫、または緑に制御されている。
　そして、テプラ７６には、図７に示されるように、同一冷媒系統：「青色と黄色」、「
紫色と緑色」の表記がなされている。
【００９５】
　つまり、同一冷媒系統表記手段には、空気調和機１０Ａ，１０Ｂのそれぞれに属する室
内機１１ａ～１１ｐのロータリースイッチ２１Ａ，２１Ｂで指定されたすべての発光色が
、同一冷媒系統で運転される室内機１１ａ～１１ｈ，１１ｉ～１１ｐの第１ＬＥＤユニッ
ト３２の発光色群として表示されている。
　これにより、青または黄を発光するＬＥＤ３３を有する各室内機のグループ、及び紫と
緑を発光する室内機側を有する各室内機のグループがそれぞれ同一冷媒系統であることが
すぐに確認できる。
【００９６】
　ここで、例えば、空気調和機１０Ａ，１０Ｂのそれぞれにおいて、冷房運転時と暖房運
転時とでは、冷媒の循環方向が逆となる。このため、それぞれ同一冷媒を循環させている
空気調和機１０Ａの室内機１１ａ～１１ｈ、及び空気調和機１０Ｂの室内機１１ｉ～１１
ｐは、暖房と冷房を混在させて運転させるこができない。
【００９７】
　仮にテプラ７６がリモコン５０ａ～５０ｄに貼られていない場合、室２の使用者は同一
冷媒系統の室内機のグループを認識できない。室２内の温度の感じ方には、人それぞれで
個人差があるので、春や秋などは、例えば、室２の一の使用者が第１グループの室内機１
１ａ～１１ｄに冷房運転させるようにリモコン５０ａを操作し、さらに、室２の他の使用
者が第２グループの室内機１１ｅ～１１ｈに暖房運転させるようリモコン５０ｂを操作す
る場合がある。
【００９８】
　このとき、第１グループの室内機１１ａ～１１ｄと室外機３５ａによる冷房運転が優先
され、第２グループの室内機１１ｅ～１１ｈと室外機３５ａによる暖房運転動作は開始さ
れない。
　使用者は、空気調和機１０Ａが故障していないにも関わらず、空気調和機１０Ａの室内
機１１ｅ～１１ｈの部分が運転を開始しないので、空気調和機１０Ａが故障したと勘違い
してしまう。これにより、空気調和機１０Ａの保守員を呼びよせるなど、本来は不要な対
応をとってしまう場合もある。
【００９９】
　この実施の形態２では、同一冷媒系統の室内機グループのそれぞれで発光させるＬＥＤ
３３の色をグループ化して表示しているので、同一冷媒系統の室内機のグループが周知徹
底される。即ち、仮に空気調和機１０Ａ，１０Ｂのそれぞれで、冷房と暖房を混在するよ
うに運転させる操作が、リモコン５０ａ，５０ｂ又は５０ｃ，５０ｄで行われてエラーが
発生しても、室２の使用者は、当該エラーの原因を容易に気づくことができるので、不要
に保守員を呼びよせてしまうことがなくなる。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】この発明の実施の形態１に係る空気調和機が設置された建物の模式図である。
【図２】この発明の実施の形態１に係る空気調和機が設置された天井の平面図である。
【図３】図２のＡ部拡大図である。
【図４】この発明の実施の形態１に係る空気調和機の室内機及び室外機の内部構成、及び
冷媒の流れを説明する図である。
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【図５】この発明の実施の形態１に係る空気調和機のシステム構成図である。
【図６】この発明の実施の形態１に係る空気調和機のリモコンの外観図である。
【図７】この発明の実施の形態２に係る空気調和機のリモコンの外観図である。
【符号の説明】
【０１０１】
　１０Ａ，１０Ｂ　空気調和機、１１ａ～１１ｐ　室内機、１５　室内機制御手段、２１
Ａ，２１Ｂ　ロータリースイッチ（室内機側発光色設定手段、室内機アドレス設定手段）
、２１Ｃ，２１Ｄ　ロータリースイッチ（リモコン側発光色設定手段、リモコンアドレス
設定手段）、３２　第１ＬＥＤユニット（室内機側発光ユニット）、３５ａ，３５ｂ　室
外機、５０ａ～５０ｄ　リモコン、５８　第２ＬＥＤユニット（リモコン側発光ユニット
）、６１　設定部、６７　発光駆動スイッチ（発光指令手段）、７０　リモコン制御手段
、７６　テプラ（同一冷媒系統表示手段）。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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